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(57)【要約】
　本発明は、ポンプの非作動状態からポンプの作動状態
への状態変更が行われる開始条件を利用し、ならびに前
記作動状態から前記非作動状態への状態変更が行われる
停止条件を利用する、個々のポンプの制御によって任意
の数のポンプ間で自動的に相互に交代させるための方法
に関する。本発明によると、本方法は、所定の段階の後
に、個々のポンプの開始条件を所定の範囲内で任意に変
更するステップを含むサブ方法（開始条件を見つける）
を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポンプ（２）の非作動状態から前記ポンプ（２）の作動状態への状態変化が行われる開
始条件を利用し、ならびに前記作動状態から前記非作動状態への状態変化が行われる停止
条件を利用する、前記個々のポンプ（２）の制御によって任意の数のポンプ間で自動的に
相互に交代させるための方法であって、所定の段階の後に、所定の限度内にある前記個々
のポンプの前記開始条件を任意に変更するステップを含むサブ方法（開始条件を見つける
）を含むことを特徴とする方法（７）。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記ポンプの前記開始条件を任意に変更する前記ステ
ップが、ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔを決定するステップを含む方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔが、ある間隔の範囲
内で任意に変更され、前記間隔が、下方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎおよび上
方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘによって限定され、前記下方のポンプ開始液位
ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎおよび前記上方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘを含む方法
。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、前記下方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎと前
記上方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘとの間の隔たりが１ｍ未満であり、好まし
くは０．５ｍ未満である方法。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれか一項に記載の方法であって、前記ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ

が、前記所定の限度内にある離散した一様分布により任意に決定される方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔの前記離散した値間の前
記隔たりが、１ｃｍ以上および１０ｃｍ以下である方法。
【請求項７】
　請求項２～６のいずれか一項に記載の方法であって、前記ポンプの前記開始条件を任意
に変更する前記ステップが、前記ポンプの前記作動に対する時間遅延ｔｄｅｌａｙを決定
するステップを含む方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、前記開始時間遅延ｔｄｅｌａｙが、ある間隔の範囲内
で任意に変更され、前記間隔が、下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎおよび上限ｔｄｅｌａｙ，ｍ

ａｘによって限定され、前記下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎおよび前記上限ｔｄｅｌａｙ，ｍ

ａｘを含む方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、前記下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎと前記上限ｔｄｅｌａ

ｙ，ｍａｘとの時間差が、１０分未満、好ましくは５分未満である方法。
【請求項１０】
　請求項７～９のいずれか一項に記載の方法であって、前記時間遅延ｔｄｅｌａｙが、前
記所定の限度内で、離散した一様分布により任意に決定される方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、前記時間遅延ｔｄｅｌａｙの前記離散した値間の隔
たりが、１０秒以上および１分以下である方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般にポンプを制御するための方法に関する。詳細には、本発明は、ポンプ
の非作動状態からポンプの作動状態への状態変化が行われる開始条件を利用し、ならびに
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前記作動状態から前記非作動状態への状態変化が行われる停止条件を利用する、個々のポ
ンプの制御によって任意の数のポンプ間で自動的に相互に交代させるための方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　１つまたは複数のポンプを備えるポンプ場の従来の基本的な制御は、開始条件が満たさ
れるとポンプを作動させ、停止条件が満たされるとポンプのスイッチが切られるというこ
と基づく。通常、ポンプ場の汚水槽内のポンプ開始液位に達したときに、ならびにポンプ
停止液位に達したときに検出する液面計装置がある。法律および慣例により、ポンプ場は
、並列に配置された少なくとも２つのポンプをほとんど常に装備しており、副ポンプは主
ポンプが壊れた場合の、またはポンプ場への流入が一時的に異常に高くなった場合の、単
なる安全策に過ぎない。
【０００３】
　一部の製造業者／ユーザは、通常の汲出し中は主ポンプのみを使用するが、これにより
、副ポンプが本当に必要な場合に、副ポンプの完全な機能での処理が不確定であり、同時
に主ポンプが大きく摩耗する。逆に、汚水槽を空にすることが必要な場合、主ポンプと副
ポンプを交互に使用することがより一般的である。
【０００４】
　交代の単純なやり方には、制御を考慮して、各ポンプが１回おきに作動させることが含
まれ、別の交代のやり方は、ポンプをある一定時間の間測定した等しい時間にわたって作
動させておくことであり、ポンプの作動を交互に行う第３のやり方は、例えば１日おきに
ポンプを作動させることである。しかし、交代の前記のやり方はすべて、ポンプ場の制御
ユニットまたは各ポンプのそれぞれの制御ユニットが、ポンプ場に配置されているポンプ
の数および／またはポンプ間で通信が行われることに関して知識を有していることを必要
とする。
【０００５】
　ポンプ間の通信の回避を試みる１つのやり方は、米国特許第７，１９５，４６２号に示
され、全く同一のポンプ場のいくつかのポンプのそれぞれが少なくとも２つの所定のポン
プ開始液位を有し、次回汚水槽内の液位が十分高く上昇したときに直近に作動していたポ
ンプの代わりに直近に非作動だったポンプの１つを作動させるように、直近に作動してい
たポンプがより高いポンプ開始液位を担い、他のポンプがより低い開始液位を維持する。
しかし、この文献は、各ポンプが、他にどれだけの数のポンプが汚水槽内に配置されてい
るかを知っていなければならないことを示す。
【０００６】
　従来知られている解決策に共通なのは、少なくとも廃水用途に関しては、グリースおよ
び汚物のかなりの汚れ目が固定したポンプ開始液位に蓄積されることであり、このことは
望ましくない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、従来知られている方法の上記の欠点および欠陥を除去すること、およびポン
プを制御するための改善された方法を提供することを目的とする。本発明の主な目的は、
初めに規定されたタイプの改善された方法を提供することであり、これにより結果として
ポンプ間で直接的なまたは間接的な通信をしなくても作動しているポンプの交代が行われ
る。
【０００８】
　本発明の別の目的は、結果として、個々のポンプが、汚水槽内に他に多くのポンプが据
え付けられているかどうか、または他にどのくらいの数のポンプが据え付けられているか
を知る必要がない方法を提供することである。
【０００９】
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　本発明の別の目的は、結果として、汚水槽内部のグリースおよび汚物の汚れ目の蓄積を
防ぐ方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によると、少なくとも主な目的は、初めに規定された方法によって達成され、こ
の方法は、所定の段階の後に、所定の限度内にある個々のポンプの開始条件を任意に変更
するステップを含むサブ方法（開始条件を見つける）を含むことを特徴とする。
【００１１】
　したがって、本発明は、いくつかの独立したポンプに対して、各ポンプのそれぞれの開
始条件を無作為に／任意に変更することによって、各ポンプが時間とともに最も低いポン
プ開始液位に対応する開始条件を交互に無作為に取得するため、各ポンプの作動の交代が
行われるという理解に基づく。
【００１２】
　本発明の好ましい実施形態は、従属クレームにおいてさらに規定される。
【００１３】
　好ましい実施形態において、ポンプの開始条件を任意に変更するステップは、ポンプ開
始液位ｈｓｔａｒｔを決定するステップを含み、この開始液位ｈｓｔａｒｔは、ある間隔
の範囲内で変更されるのが好ましく、この間隔が、下方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，

ｍｉｎおよび上方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘによって限定され、下方のポン
プ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎおよび上方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘを含
む。本実施形態は、汚水槽内の液位を動的に決定することができるいわゆる動的な液面計
を備えるポンプ場において好まれる。
【００１４】
　代替の好ましい実施形態において、ポンプの開始条件を任意に変更するステップは、ポ
ンプの開始時間遅延ｔｄｅｌａｙを決定するステップを含み、この開始時間遅延は、ある
間隔の範囲内で変更されるのが好ましく、この間隔が、０に等しい下限および上限ｔｄｅ

ｌａｙ，ｍａｘによって限定され、０に等しい下限および上限ｔｄｅｌａｙ，ｍａｘを含
む。本実施形態は、汚水槽内の液位がいつ所定のレベルになるかを単に決定することがで
きるいわゆる静的な液面計を備えるポンプ場において好まれる。
【００１５】
　本発明のさらなる利点および特徴は、他の従属クレームならびに好ましい実施形態の以
下の詳細な説明においてわかる。
【００１６】
　本発明の上記のならびに他の特徴および利点のより完全な理解は、添付の図面を参照し
て好ましい実施形態の以下の詳細な説明から明白になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】ポンプ場の概略図である。
【図２】本発明による方法の第１の実施形態を示す流れ図である。
【図３】本発明による方法の第２の実施形態を示す流れ図である。
【図４】本発明による方法の第３の実施形態を示す流れ図である。
【図５】本発明による方法の第４の実施形態を示す流れ図である。
【図６】サブ方法「開始条件を見つける」の第１の実施形態を示す流れ図である。
【図７】サブ方法「開始条件を見つける」の第２の実施形態を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１において、少なくとも１つのポンプ２を備える全体に１と標示されるポンプ場が示
され、ポンプ２がポンプ場１内に含まれる汚水槽３から出口管４へ、さらにポンプ場１か
ら外に液体を汲み出すように配置されている。さらに、ポンプ場１は、ポンプ場の液位ｈ
を決定するように配置された少なくとも１つの液面計５を備える。液面計５は、外部制御



(5) JP 2014-520230 A 2014.8.21

10

20

30

40

50

ユニット６に動作可能に接続された個別の機器であってもよく、前記少なくとも１つのポ
ンプ２に動作可能に接続されてもよく、前記少なくとも１つのポンプ２などに内蔵されて
もよいことに留意されたい。前記少なくとも１つのポンプ２は、例えばポンプ速度の調整
を可能にする目的で外部制御ユニット６に動作可能に接続されるのが好ましく、あるいは
ポンプ２は内蔵の制御ユニット（図示せず）を備える。本発明は、ポンプ２を制御するた
めの全体に７と標示される方法を目的とし、本発明は、したがってポンプ場１内に、また
はポンプ場１に配置されなければならないポンプ２に限定されることなく、例えば、関連
づけられた液面計を有する排水ポンプなどであってもよいことに留意されたい。しかし、
本発明は、特に断らない限り上記のポンプ場１に関して説明する。
【００１９】
　前記ポンプ２は、ポンプの非作動状態からポンプの作動状態への状態変更が行われる開
始条件を利用し、ならびに前記作動状態から前記非作動状態への状態変更が行われる停止
条件を利用する。特許請求の範囲ならびに詳細な説明において使用される「を利用する」
（「ｍａｋｅｓ　ｕｓｅ　ｏｆ」）という表現に関しては、開始条件および停止条件が、
例えば前記外部制御ユニット６内に存在すること、および開始条件および停止条件が状態
変化を生成すること、あるいは開始条件および停止条件が、例えばポンプ２の制御ユニッ
ト内に存在してもよいことなどが意図されている。
【００２０】
　ポンプ場１は、ｈと標示される、および本特許出願において汚水槽３の液位とポンプ２
の入口との間の距離であるポンプ場液位を有し（図１を参照）、このポンプ場液位ｈが、
ポンプ場液位ｈの低下とともに増加するポンプ２の実際の揚程にもつながっている。汚水
槽３が液体で再び満たされると、ポンプ場液位ｈは上昇し、ポンプ２が作動し液体を汲み
出すと、ポンプ場液位ｈは低下する。ポンプ２が作動し液体を汲み出すと同時に、汚水槽
３は、液体で再び満たされてもよいことに留意されたい。
【００２１】
　ポンプ２に対する停止条件は、通常、ポンプ２が異音を発生させる（ｓｎｏｏｒｉｎｇ
）、すなわち空気と液体の混合物を汲み出す汚水槽３内の液位に相当するポンプ停止液位
ｈｓｔｏｐ、または異音が発生しないことを保証するのに十分に高い汚水槽内の液位に相
当する所定の最も低いポンプ停止液位ｈｓｔｏｐである。通常、ポンプ２の停止条件は、
時間とともに変わらない。
【００２２】
　本発明によると、ポンプ２に対する開始条件は、所定の限度内で任意に変更される。ポ
ンプ２の開始条件は、ポンプ場１が溢れ出すときの汚水槽３内の液位から少し離れてマー
ジンを持って配置される汚水槽３内の液位に相当するポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔから成
るのが好ましい。
【００２３】
　図２～５において、ポンプ２を制御するための本発明による方法７の好ましい実施形態
を示す。本発明による方法７は、１つもしくは複数のサブ方法を使用して拡張されてもよ
く、および／または他の制御方法と並行して／他の制御方法に引き続いて実行されてもよ
いことに留意されたい。本発明による方法７は、「開始条件を見つける」と標示されるサ
ブ方法を含み、このサブ方法が、所定の限度内にあるポンプ２の開始条件を任意に変更す
るという目的を果たす。前記サブ方法の目的は、いくつかのポンプが全く同一の汚水槽３
内に配置されている、すなわち全く同一の液体容積に接続されている場合に、ポンプの作
動の交代が、いずれのポンプも追加のポンプが同じ汚水槽３内に配置されているかどうか
を知る必要なしに自動的に起きるように、特定のポンプ２の開始条件を周期的に変更する
ことである。
【００２４】
　ここで図２および３を参照する。方法７が開始し、次いである段階が経過したかどうか
がチェックされる。前記段階は、好ましくは長さ２４ｈまたは２４ｈの倍数を有する運転
期間から成るのが好ましく、あるいは前記段階がポンプサイクルの数、すなわち何回汚水
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槽３内の液位が低下したのか、または何回特定のポンプが作動したのかから成ってもよく
、あるいは前記段階は、特定のポンプが非作動であった最大時間ｔｍａｘもしくは別の適
切な測定可能な事象の原因から成ってもよい。図２において、このチェックステップは、
条件Ｔ（Ｖｐｕｍｐ＝０）≧ｔｍａｘが満たされるかどうかによって示され、ここでＴ（
Ｖｐｕｍｐ＝０）はポンプ２の個別のポンプ速度Ｖｐｕｍｐがゼロに等しかった経過時間
、すなわち、ポンプがどのくらい長く非作動であったかである。しかし、他の前記したお
よび他の同様のチェックステップの代替形態も図２および３に示すチェックステップに含
まれ、段階が経過したかどうかを処理することを理解されたい。
【００２５】
　完了した運転期間をチェックする場合、進行中の運転期間の経過時間Ｔの測定値は、あ
る運転期間が完了し、別の運転期間が開始するとともにゼロにセットされる。Ｔは、実際
の時間であっても、または絶対的な時間であってもよく、その場合実際の時間と運転期間
の倍数との関係が代わりにチェックされ、すなわち、例えば、実際の時間が００：００を
打つごとに、新しい運転期間が開始することに留意されたい。また、特定のポンプがどれ
くらい長く非作動であったかをチェックする場合、経過時間Ｔの測定値がゼロにセットさ
れ、次いで個々のポンプが次回停止され、およびポンプ速度Ｖｐｕｍｐがゼロに等しくセ
ットされると経過時間Ｔの測定が再度開始する。経過したポンプサイクルの数などがチェ
ックされる場合、このカウンターは、それに応じてゼロにセットされる。
【００２６】
　ある段階が経過したかどうかのチェックがはいの後、適切なカウンター／クロックのリ
セットがなされうるとともに、方法７は、特定のポンプ２に対する次の開始条件を決定す
ることを目標とする「開始条件を見つける」と標示されたサブ方法へ進む。サブ方法「開
始条件を見つける」は、全般的な方法７を説明した後、以下でより詳細に説明する。
【００２７】
　サブ方法「開始条件を見つける」の後に、あるいはある段階が経過したかどうかのチェ
ックがいいえの後に、方法７は、「ポンプ場液位ｈを検索する」次の方法ステップに続く
。
【００２８】
　ポンプ場液位ｈは、ある形態の従来通りの液面計装置によって決定され、この液面計装
置は、１つまたは複数の協同する液面計５を備えることができ、この液面計５は静的であ
っても動的であってもよい。静的な液面計は、ディスクリート、固定式などとも呼ばれる
。従来の傾斜可能な液面計などの静的な液面計は、所定の液位に到達したかどうかをチェ
ックする。動的な液面計は、連続的、アナログなどとも呼ばれる。浸水させた音波液面計
、または上に吊された音響反響もしくは光反射液面計などの動的な液面計は、静的な液面
計と異なり、汚水槽３内の瞬時の液位を連続的にチェックすることができる。
【００２９】
　ポンプ場液位ｈが検索されると、汚水槽３内のポンプ場液位ｈがポンプ停止液位ｈｓｔ

ｏｐに相当する液位よりも低いかどうか、すなわち条件ｈ＜ｈｓｔｏｐが満たされるかど
うかがチェックされる。条件ｈ＜ｈｓｔｏｐが満たされる場合は、ポンプ速度Ｖｐｕｍｐ

は、ゼロにセットされ、作動している可能性のあるポンプ２のスイッチが切られ、方法７
は終了し、開始に戻る。条件ｈ＜ｈｓｔｏｐが満たされない場合は、汚水槽３内の液位が
ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔに相当する液位よりも高かどうか、すなわち条件ｈ＞ｈｓｔ

ａｒｔが満たされるかどうかがチェックされる。条件ｈ＞ｈｓｔａｒｔが満たされる場合
は、ポンプ２を、ゼロよりも大きなポンプ速度Ｖｐｕｍｐで作動させ、選択されたポンプ
速度が、適切なやり方で最適化されうる。図２による好ましい実施形態によると、条件ｈ
＞ｈｓｔａｒｔが満たされない場合は、あるいはポンプ２を作動させた後に、方法７は、
終了し、開始に戻る。図２による実施形態において、ポンプの開始条件は、ｈｓｔａｒｔ

から成る。
【００３０】
　図３に示す実施形態によると、ポンプの開始条件は、ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔなら
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びに遅延時間ｔｄｅｌａｙから成り、この遅延時間ｔｄｅｌａｙは、汚水槽３内の液位が
ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔに達する時間からポンプ場液位ｈが低下／減少するかどうか
のチェックが行われるまでの遅延である。図２による実施形態と同様に、方法７は、条件
ｈ＞ｈｓｔａｒｔが満たされない場合は、終了し、開始に戻るが、条件ｈ＞ｈｓｔａｒｔ

が満たされる場合は、方法７は、代わりに休止方法ステップへと進み、時間ｔｄｅｌａｙ

待機し、その後汚水槽３内のポンプ場液位ｈが低下／減少するかどうかがチェックされる
。ポンプ場液位ｈが低下する場合、方法７は、１つまたは複数の他のポンプが作動してお
り、共通の液体容積から液体を汲み出していることを示す。したがって、特定のポンプ２
が時間ｔｄｅｌａｙ待機している間に、これらの他のポンプを作動させる。方法７は終了
し、開始に戻る。ポンプ場液位ｈが低下／減少しない場合は、特定のポンプ２を、ゼロよ
りも大きなポンプ速度Ｖｐｕｍｐで作動させ、その後方法７は終了し、開始に戻る。条件
ｈ＜ｈｓｔｏｐおよびｈ＞ｈｓｔａｒｔをチェックするステップは、それぞれの関連づけ
られた後続の方法ステップと一緒に、その他の点における本方法、または本発明が影響さ
れることなく、場所を相互に交換することができることに留意されたい。
【００３１】
　ここで本方法７の第３の実施形態を示す図４を参照する。方法７は、開始し、次いであ
る段階が経過したかどうかがチェックされる。本実施形態において、前記段階は、例えば
ポンプ２が起動した後に、または方法７が再開した後に、方法７が初めて実行されるのか
どうかから成る。
【００３２】
　ある段階が経過したかどうかのチェックがはいの後に、方法７は、個々のポンプ２に対
する次の開始条件を見つけることを目標とするサブ方法「開始条件を見つける」に進む。
サブ方法「開始条件を見つける」の後に、あるいはある段階が経過したかどうかのチェッ
クがいいえの後に、方法７は、図２および３の文脈において上記されたように次の方法ス
テップ「ポンプ場液位ｈを検索する」に続く。
【００３３】
　ポンプ場液位ｈが検索されると、汚水槽３内のポンプ場液位ｈがポンプ停止液位ｈｓｔ

ｏｐよりも低いかどうか、すなわち条件ｈ＜ｈｓｔｏｐが満たされるかどうかがチェック
される。条件ｈ＜ｈｓｔｏｐが満たされる場合は、ポンプ速度Ｖｐｕｍｐは、ゼロに等し
くセットされ、作動している可能性のあるポンプ２のスイッチが切られ、次いで方法７は
、サブ方法「開始条件を見つける」に進み、そこで方法７は終了し、開始に戻る。条件ｈ
＜ｈｓｔｏｐが満たされない場合は、汚水槽３内の液位がポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔよ
りも高いかどうか、すなわち条件ｈ＞ｈｓｔａｒｔが満たされるかどうかがチェックされ
る。
【００３４】
　条件ｈ＞ｈｓｔａｒｔが満たされる場合は、方法７は、休止方法ステップへ進み、時間
ｔｄｅｌａｙ待機し、次いで汚水槽３内のポンプ場液位ｈが低下／減少するかどうかがチ
ェックされ、その後、図３の文脈において上記されたように、汚水槽３内のポンプ場液位
ｈが減少／低下する場合は、方法７は終了し、開始に戻る。ポンプ場液位ｈが低下／減少
しない場合は、特定のポンプ２を、ゼロよりも大きいポンプ速度Ｖｐｕｍｐで作動させ、
その後方法７は終了し、開始に戻る。
【００３５】
　条件ｈ＞ｈｓｔａｒｔが満たされない場合、図２および３による実施形態において最初
に実行された、すなわちある段階が経過したかどうかのチェックがなされる。チェックが
はいの後、方法７は、サブ方法「開始条件を見つける」に進み、そこで方法７は終了し、
開始に戻る。チェックがいいえの後、方法７は、直ぐに終了し、開始に戻る。
【００３６】
　図４に示す第３の実施形態の代替の実施形態である図５による第４の実施形態によると
、方法７は、続行して、条件ｈ＜ｈｓｔｏｐがチェックされ、ポンプ速度Ｖｐｕｍｐがゼ
ロに等しくセットされた後、サブ方法「開始条件を見つける」を行う代わりに、図２およ



(8) JP 2014-520230 A 2014.8.21

10

20

30

40

50

び３による実施形態における最初のチェック、すなわちある段階が経過したかどうかのチ
ェックがなされる。図４および５による実施形態は、条件ｈ＞ｈｓｔａｒｔのチェックが
はいの後、図２による実施形態のように、すなわち、ｔｄｅｌａｙ待機する、およびポン
プ場液位ｈが減少するかどうかをチェックする方法ステップを取り除くように変更されて
もよいことに留意されたい。
【００３７】
　個々のポンプは作動しているが、汚水槽３内の液位が低下／減少せず、代わりに上昇す
る場合は、他のポンプを、それぞれのポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔに達したときに作動さ
せることに留意されたい。これが役に立たない場合、ポンプ場１は、最大限許容されるポ
ンプ場液位ｈｍａｘを与えられてもよく、この液位でポンプ場１が氾濫するのを防ぐ目的
で１つまたは複数のポンプの速度が引き上げられる。
【００３８】
　図６において、サブ方法「開始条件を見つける」の第１の実施形態を示し、図７におい
て、サブ方法「開始条件を見つける」の第２の実施形態を示す。
【００３９】
　図示する各サブ方法「開始条件を見つける」に共通なのは、開始後に、第１のサブ方法
ステップ「関数：ｈｓｔａｒｔの決定を実行」を行うことであり、これは、ポンプ開始液
位ｈｓｔａｒｔの値を決定すること、すなわち汚水槽３内のその液位で特定のポンプ２を
作動させるべきであることを意味する。ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔの値は、所定の限度
を有する間隔の範囲内で任意に選択される。この間隔は、下方のポンプ開始液位ｈｓｔａ

ｒｔ，ｍｉｎおよび上方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘによって限定され、下方
のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎおよび上方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａ

ｘを含む。下方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎと上方のポンプ開始液位ｈｓｔａ

ｒｔ，ｍａｘとの間の隔たりは、好ましくは１ｍ未満であり、より好ましくは０．５ｍ未
満である。ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔの値は、前記間隔の範囲内で一様分布により、好
ましくは離散した一様分布により任意に選択されるのが好ましい。ポンプ開始液位ｈｓｔ

ａｒｔの離散した値間の隔たりは、１ｃｍ以上および１０ｃｍ以下が好ましく、ほぼ５ｃ
ｍに等しいのがより好ましい。
【００４０】
　図６に示すサブ方法「開始条件を見つける」の第１の実施形態によると、サブ方法はそ
の後終了する。
【００４１】
　図７に示すサブ方法「開始条件を見つける」の第２の実施形態によると、第２のサブ方
法ステップ「関数：ｔｄｅｌａｙの決定を実行」が行われ、これは、汚水槽３内の液位が
ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔに達した後、方法７の遅延である時間遅延ｔｄｅｌａｙの値
を決定することを意味し、すなわち、実際、この時間遅延ｔｄｅｌａｙが、特定のポンプ
２の作動の遅延である。時間遅延ｔｄｅｌａｙの値は、所定の限度を有する間隔の範囲内
で任意に選択される。この間隔は、下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎおよび上限ｔｄｅｌａｙ，

ｍａｘによって限定され、下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎおよび上限ｔｄｅｌａｙ，ｍａｘを
含む。下限は、０に等しいのが好ましい。下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎと上限ｔｄｅｌａｙ

，ｍａｘとの時間差は、好ましくは１０分未満であり、より好ましくは５分未満である。
時間遅延ｔｄｅｌａｙの値は、前記間隔の範囲内で、一様分布により、好ましくは離散し
た一様分布により任意に選択される。時間遅延ｔｄｅｌａｙの離散した値間の隔たりは、
１０秒以上および１分以下が好ましく、ほぼ０．５分に等しいのがより好ましい。
【００４２】
　サブ方法「開始条件を見つける」の第２の実施形態において、上方のポンプ開始液位ｈ

ｓｔａｒｔ，ｍａｘは、下方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎに等しくてもよいこ
とに留意されたい。これは、例えば静的な液面計が用いられる場合に、扱える関係である
。代替の実施形態において、時間遅延の上限ｔｄｅｌａｙ，ｍａｘは、時間遅延の下限ｔ

ｄｅｌａｙ，ｍｉｎに等しくてもよく、その場合、実際、サブ方法「開始条件を見つける
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」の第１の実施形態が得られる。
本発明の実現可能な修正形態
　本発明は、上で説明し図面に示した実施形態のみに限定されず、これらの実施形態は単
に説明および例示の目的を有するに過ぎない。本特許出願は、本明細書に記載した好まし
い実施形態の適用形態および変形形態すべてを包含することが意図され、したがって本発
明は、添付の特許請求の範囲およびその均等物の文言によって規定される。それに応じて
、装置は、添付の特許請求の範囲の範囲内ですべての実現可能なやり方で修正されうる。
【００４３】
　上の（ｕｐｐｅｒ）、下の（ｕｎｄｅｒ）などの用語についての／関するすべての情報
は、図により方向付けされた装置、参照標示が適正に読まれうるように方向付けされた図
面とともに解釈され／読まれるべきであることに留意されたい。したがって、そうした用
語は、単に図示した実施形態における相互の関係を示すに過ぎず、その関係は、本発明に
よる装置が別の構造／設計を与えられる場合は、変更されてもよい。
【００４４】
　１つの特定の実施形態からの機能を別の実施形態の機能と組み合わせることができるこ
とが明示的に言及されていなくても、可能な場合、このことは明白であると見なされるべ
きであることに留意されたい。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月14日(2014.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポンプ（２）の非作動状態から前記ポンプ（２）の作動状態への状態変化が行われる開
始条件を利用し、ならびに前記作動状態から前記非作動状態への状態変化が行われる停止
条件を利用する、前記個々のポンプ（２）それぞれの制御によって任意の数のポンプ間で
自動的に相互に交代させるための方法であって、所定の段階の後に、所定の限度内にある
前記個々のポンプの前記開始条件を任意に変更するステップを含むサブ方法（開始条件を
見つける）を含むことを特徴とする方法（７）。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記ポンプの前記開始条件を任意に変更する前記ステ
ップが、ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔを決定するステップを含む方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔが、ある間隔の範囲
内で任意に変更され、前記間隔が、下方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎおよび上
方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘによって限定され、前記下方のポンプ開始液位
ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎおよび前記上方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘを含む、方
法。
【請求項４】
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　請求項３に記載の方法であって、前記下方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍｉｎと前
記上方のポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ，ｍａｘとの間の隔たりが１ｍ未満であり、好まし
くは０．５ｍ未満である方法。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれか一項に記載の方法であって、前記ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔ

が、前記所定の限度内にある離散した一様分布により任意に決定される方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、ポンプ開始液位ｈｓｔａｒｔの前記離散した値間の前
記隔たりが、１ｃｍ以上および１０ｃｍ以下である方法。
【請求項７】
　請求項２～６のいずれか一項に記載の方法であって、前記ポンプの前記開始条件を任意
に変更する前記ステップが、前記ポンプの前記作動に対する時間遅延ｔｄｅｌａｙを決定
するステップを含む方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、前記開始時間遅延ｔｄｅｌａｙが、ある間隔の範囲内
で任意に変更され、前記間隔が、下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎおよび上限ｔｄｅｌａｙ，ｍ

ａｘによって限定され、前記下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎおよび前記上限ｔｄｅｌａｙ，ｍ

ａｘを含む、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、前記下限ｔｄｅｌａｙ，ｍｉｎと前記上限ｔｄｅｌａ

ｙ，ｍａｘとの時間差が、１０分未満、好ましくは５分未満である方法。
【請求項１０】
　請求項７～９のいずれか一項に記載の方法であって、前記時間遅延ｔｄｅｌａｙが、前
記所定の限度内で、離散した一様分布により任意に決定される方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、前記時間遅延ｔｄｅｌａｙの前記離散した値間の隔
たりが、１０秒以上および１分以下である方法。
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